
津山工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 情報システム工学実験実習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 総合理工学科(情報システム系) 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 指導書：別途指示する。参考書：テーマ毎に別途指示する。
担当教員 竹谷 尚,川波 弘道,村上雄大 （情報）,房 冠深
到達目標
学習目的： 年間を通して情報系・電気電子系の実験テーマを行うことで，これらの分野において必要とされる基礎的な知識・技術の習得を目的
とする。

到達目標
１．電気回路に関する基礎的な知識・技術の習得
２．UNIXの基本操作の習得と理解
３．プログラミングに関する基礎知識の確認と理解
４．論理回路の基礎技術の理解
５．組み込みプログラミングによる機器制御の基礎技術の理解
◎基礎的原理や現象を理解するための実験手法，手順，データ処理について理解する。
◎実験装置や測定機の操作,実験器具等の取扱いに慣れ，安全に実験を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限な到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1

プログラミング実習へ主体
的に参加し，専門科目の講
義内容と関連付けることが
でき，発展的な課題に取り
組める。

プログラミング実習へ主体
的に参加し，専門科目の講
義内容と関連付けることが
できる。

プログラミング実習を，主
体性を持って参加すること
ができる。

プログラミング実習を，主
体性を持って参加すること
ができない。

評価項目2

電気回路実習へ主体的に参
加し，専門科目の講義内容
と関連付けることができ
，発展的な課題に取り組め
る。

電気回路実習へ主体的に参
加し，専門科目の講義内容
と関連付けることができる
。

電気回路実習を，主体性を
持って参加することができ
る。

電気回路実習を，主体性を
持って参加することができ
ない。

評価項目3

Linux実習へ主体的に参加
し，専門科目の講義内容と
関連付けることができ，発
展的な応用課題に取り組め
る。

Linux実習へ主体的に参加
し，専門科目の講義内容と
関連付けることができる。

Linux実習を，主体性を持
って参加することができる
。

Linux実習を，主体性を持
って参加することができな
い。

評価項目4

論理回路実習へ主体的に参
加し，専門科目の講義内容
と関連付けることができ
，発展的な課題に取り組め
る。

論理回路実習へ主体的に参
加し，専門科目の講義内容
と関連付けることができる
。

論理回路実習を，主体性を
持って参加することができ
る。

論理回路実習を，主体性を
持って参加することができ
ない。

評価項目5
制御実習へ主体的に参加し
，専門科目の講義内容と関
連付けることができ，発展
的な課題に取り組める。

制御実習へ主体的に参加し
，専門科目の講義内容と関
連付けることができる。

制御実習を，主体性を持っ
て参加することができる。

制御実習を，主体性を持っ
て参加することができない
。

評価項目6
基礎的原理や現象を理解す
るための実験手法，手順
，データ処理について理解
する。

基礎的原理や現象を理解す
るための実験手法，手順に
ついて理解する。

基礎的原理や現象を理解す
るための実験手法について
理解する。

左記に達していない

評価項目7
実験装置や測定機の操作,実
験器具等の取扱いに慣れ
，安全に実験を行うことが
できる。

実験装置や測定機の操作が
でき，実験を行うことがで
きる。

安全に実験を行うことがで
きる。 左記に達していない

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：専門　学習の分野：実験・実習他

基礎となる学問分野：情報学／計算基盤／ソフトウェア，工学／電気電子工学／電子デバイス・電子機器

学習教育目標との関連：本科目は「③基盤となる専門性の深化」および「⑥課題探求・解決能力の育成」に相当する科
目である。

授業の概要：情報系と電気電子系の実験を通して基礎的な知識・技術および機器の操作を学習する。情報系は，基礎的
なプログラミング，UNIXの基本操作，論理回路の演習と組み込みプログラミング，電気電子系は電気・電子回路に関す
る基礎実験と測定機器の取り扱いに関する演習を行う。

授業の進め方・方法

授業の方法：実験はクラスを3グループに分け，各グループが3つの実験室を4週毎に巡回して実施する。学生は各実験室
で設定された実験テーマについての演習と課題を実施し，実験報告書の提出を行う。実験報告書の提出は原則実験実施
週の翌週とする。以下に第1グループによる授業計画の例を示す。

成績評価方法：すべての実験を行っていること，すべての報告書が提出されていることが必須条件である。その上で前
期(50%)，後期(50%)で評価する。評価は各実験テーマに課せられている課題提出に対して行う。前後期共に，各テー
マを均等に評価する。



注意点

履修上の注意：本科目は，学年の課程修了のために履修（欠課時間数が所定授業時間数の５分の１以下）および単位修
得が必須である。

履修のアドバイス：
・事前に行う準備学習として，基礎科目となる情報リテラシー，総合理工実験実習の内容を復習しておくこと。
・前期・後期ともに実験テキストの手順どおりに実験するだけでなく，理論的背景を理解するように心掛ける。

基礎科目：情報リテラシー(1年），総合理工実験実習(1） 関連科目：電気電子回路(2年) ，ディジタル基礎(2年)，プロ
グラミング基礎(2),  情報ネットワーク基礎(2)，アルゴリズムとデータ構造(3)，情報システム開発(3)，情報システム
工学実験実習II(3)，情報システム工学実験(4)，卒業研究(5) など

受講上のアドバイス：実験を行うに際して必要となる知識を各時間の初めに説明する。説明を静かに聞き，分からない
ことはすぐに質問すること。計測機器を初めて本格的に使用することになるので，操作についての説明を良く聞き，誤
った操作を行わないように注意すること。なお，実験はグループで行うことが多いので，遅刻した場合，実験が不可能
となり即欠課再実験となることがある。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業
必修
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 3グループによる実験の総合ガイダンス(全グループ共
通) 前期実験の到達目標が理解できる

2週 直流回路等 直流回路の基礎が理解できる
3週 直流回路等 直流回路の基礎が理解できる
4週 低周波増幅回路 低周波増幅回路の基礎が理解できる
5週 低周波増幅回路 低周波増幅回路の基礎が理解できる
6週 プログラミング基礎演習 プログラミングの基礎的な問題を解くことができる
7週 プログラミング基礎演習 プログラミングの基礎的な問題を解くことができる
8週 （前期中間試験）試験は実施しない

2ndQ

9週 プログラミング基礎演習 プログラミングの基礎的な問題を解くことができる
10週 プログラミング基礎演習 プログラミングの基礎的な問題を解くことができる
11週 ネットワーク基礎演習 コンピュータネットワークの基礎を理解できる
12週 ネットワーク基礎演習 コンピュータネットワークの基礎を理解できる
13週 ネットワーク基礎演習 コンピュータネットワークの基礎を理解できる
14週 ネットワーク基礎演習 コンピュータネットワークの基礎を理解できる
15週 （前期末試験）試験は実施しない
16週 ガイダンス(再実験・報告書提出等)

後期

3rdQ

1週 3グループによる実験の総合ガイダンス 後期実験の到達目標が理解できる
2週 電気回路等 電気回路の基礎的な特性が理解できる
3週 電気回路等 電気回路の基礎的な特性が理解できる
4週 電気回路等 電気回路の基礎的な特性が理解できる
5週 電気回路等 電気回路の基礎的な特性が理解できる
6週 論理回路等 論理回路の基礎的な特性が理解できる
7週 論理回路等 論理回路の基礎的な特性が理解できる
8週 （後期中間試験）試験は実施しない

4thQ

9週 Arduino制御実験 Arduinoを使った制御プログラミングをすることがで
きる

10週 Arduino制御実験 Arduinoを使った制御プログラミングをすることがで
きる

11週 プログラミング演習 プログラミングを使って課題解決できる
12週 プログラミング演習 プログラミングを使って課題解決できる
13週 プログラミング演習 プログラミングを使って課題解決できる
14週 プログラミング演習 プログラミングを使って課題解決できる
15週 （後期末試験）試験は実施しない
16週 ガイダンス(再実験・報告書提出等)

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 2

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 2

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 2

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 2

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 2
実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 2
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 2



共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 2
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 2

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

情報系分野
【実験・実
習能力】

情報系【実
験・実習】

与えられた問題に対してそれを解決するためのソースプログラム
を、標準的な開発ツールや開発環境を利用して記述できる。 2

ソフトウェア生成に利用される標準的なツールや環境を使い、ソ
ースプログラムをロードモジュールに変換して実行できる。 2

ソフトウェア開発の現場において標準的とされるツールを使い、
生成したロードモジュールの動作を確認できる。 2

フローチャートなどを用いて、作成するプログラムの設計図を作
成することができる。 2

問題を解決するために、与えられたアルゴリズムを用いてソース
プログラムを記述し、得られた実行結果を確認できる。 2

与えられた仕様に合致した組合せ論理回路や順序回路を設計でき
る。 2

基礎的な論理回路を構築し、指定された基本的な動作を実現でき
る。 2

論理回路などハードウェアを制御するのに最低限必要な電気電子
測定ができる。 2

要求仕様に従って標準的な手法によりプログラムを設計し、適切
な実行結果を得ることができる。 4

評価割合
課題 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 80 80
分野横断的能力 20 20


